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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜全体連絡事項＞

· 東病棟浴室ボイラーの修理終えた為、通常通りの入浴が再開となります。入浴は、引き続きリーダーが調整し、当日の勤務スタッフはお互いの役割を確認しながら、入浴介入もしていきましょう。

· 措置の患者様の他科受診外出の際は、その都度保健所へ確認の連絡をする事とします。

また、現在措置患者様の受診届作成し、病院側と用紙の中身について修正を加え作成しているいる段階です。

· 2/27東病棟Ａユニットの給湯器のボイラーの修理へ業者の方が来ます。

＜患者様連絡事項＞

· 吉田　福松様～療養環境調整の為、南病棟Ｄユニットへ転棟予定です。

· 柴田　幸三郎様～ここ数日、血尿（肉眼的、コアグラ混入あり）続いている為、主治医へ情

報提供しています。本日より、点滴③へアドナ１Ａ、トランサミン１Ａ混注止血の為処方となっています。バルーン交換も予定。

· 種市　久子様～本日、三戸小学校の教頭先生が来院されています。スタッフ東が立会いのも　　　　　　　　　

と、お子様の旅行等の積立金の残金を本人様に確認して頂いています。弟様が

2/26取りに来られますが、それまでの間、医事室に預かって頂きます。

· 柏崎　貞司様～尿量の観察を測定し密に行なっていきましょう。オムツ内の排尿のｇ数の確　　

· 　　　　　　　認は確実に。

＜隔離室使用患者様について＞

· 畑中　成夫様～終日隔離にて経過。夜間の睡眠は取れています。昨日より、自ら退室される

事を躊躇されており「皆に見られている感じがする。人と接するのが怖い」との発言聞かれています。時折眉を細められています。

　　　　　　　　　　↓

気持ちの変化の訴えは聞き、スタッフへ自分の気持ちを話される事を評価しつつ本人様の調子にあわせ退室を促していきましょう。神に左右された発言は聞かれませんが、座禅を組まれている事があります。一つ一つの細かい動作も引き続き観察していきましょう。

退室時間の拡大は同時に、今までの個室内以上に刺激は沢山受けていくことになることは、スタッフ自身が理解しておく事が大切です。

＜新入院・要観察患者様について＞
· 吹越　里美様～時折、胸部痛を訴え倒れこむ様な仕草が見られています。また御家族より

　　　　　　　　　外泊希望聞かれていましたが、外泊中の服薬管理が出来るか不安な面もある為、主治医へ現在の状況も踏まえ情報提供し今後の外泊について検討していきます。看護スタッフの評価としては、表面的な変化の様子ははっきり見えないと見ている。本来の状態像がどこまでかもあるが。

・　清川　トミ様～夜間の睡眠は不十分です。今朝、床に眠られており、入院時検査の際不機嫌さ見られています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

肺炎の再発に注意し、発熱等のバイタル値の観察、夜間の睡眠が不安定さから疲労も来ると思われるので部屋のベッドで横になる為の誘導介助、以前あった異食行為の有無に伴う危険などには十分注意していきましょう。

・　曽我　正子様～昨日夜間、他患者様の部屋へ侵入し、起こしたり、ドアを激しく叩く等の迷惑行為の著しさあり。本日主治医指示にて、東病棟Ｂユニットから東病棟Ａユニットへ移動となっています。移動後、ベットに横になり休まれています

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　精神症状が活発な為、そこに目が行きがちですが便の状態、腹部の張りの有無等の身体の状況も引き続き確実に観察していきましょう。

また、精神状態の活発な動きは今後も十分に予測される為、個室の環境を利用しながらの介入になると思います。













